
 

 校長室の掃除をしてくれる 3 年生に「なぜ猶興館を選んだの？」と聞いてみたところ、「佐世保の高校

に通う時間を勉強や部活動に使った方がいいと思ったからです。」と答えてくれた生徒がいました。 

 その生徒との会話をきっかけに次のような計算をしてみました。「田平中学校の近くに自宅がある」生

徒が、同じ普通科のある「佐世保西高校」と「猶興館高校」に「公共の交通機関で登下校する」と仮定し

ます。そして、Google Mapの検索機能を利用して通学時間を算出してみたところ次のようになりました。 

〇佐世保西高校に通学する場合（通学時間 71分） 

  田平中→（徒歩 2分）→西田平駅→（電車 67分）→左石駅→（徒歩 2分）→佐世保西高  

〇猶興館高校に通学する場合（通学時間 24分） 

  田平中→（徒歩 9分）→荻田バス停→（バス 13分）→猶興館高校入口→（徒歩 2分）→猶興館高 

通学時間の差については下記のようになり、前述の生徒はこの時間を「勉強や部活動に回したい」と本

校を選んでくれたのだと思います。 

〇１日で（７１―２４）分×２回＝９４分 

〇１週間で９４分×７日＝６５８分≒１１時間 

〇１年で 250日登校すると仮定した場合、９４分×２５０日≒３９１時間 

また、学校説明会やオープンスクールのアンケートに協力してくれた中学生やその保護者のみなさんか

ら、本校に進みたい（進ませたい）理由として次のようなコメントをいただきました。 

〇充実した学校生活が送れそうと思うから。 

〇自分の限界に挑戦できそうだから。 

〇近くの学校で部活動と勉強の両立を果たしたいから。 

〇授業に集中できそうだから。 

〇勉強をして将来のことを考えたいから。 

〇親が猶興館の卒業生で、兄も通っているから。 

一方で「知っている人がいない学校で“力”を試したいから」「生徒数の多い学校で、自分の可能性を

伸ばしたいから」「自分の力を試したい部活動があるから」「将来のため」などの理由から他校に進学した

いとの回答もありました。 

どの学校を選んでも、正解、不正解はないのだと思います。ただ、自分自身の子育ての経験から言えば、

高校の３年間は子どもと一緒に生活できる最後の３年間です。子どもが高校を卒業して、家を離れたら、

同じ屋根の下に寝る日は思いのほか少ないものです。また、リクルート総研の調査によると「高校生が進

路に悩んだ時に一番頼りにするのは、母親と父親」とのこと。そういう点からも、高校生の時期に「親子

の会話」など家族と過ごす時間を確保することは、健全な職業観や人生観を身に付けるという点からも大

切なのではないかと考えたりします。 

全ての保護者のみなさんが「子どもが幸せな人生を歩いていけるように」との想いで子育てを行ってい

ます。ですが、時にその想いが伝わらず、親子で苦しく切ない想いをするのが子育てでもあります。（少

なくとも我が家はそうでした。）その子育ての大切な仕上げの時期、子どもが家庭から離れていく最後の

３年間を「猶興館で学ぶ」という選択をしていただいた想いに応えることができるよう、私たち猶興館の

教職員は心を込めて、日々の教育活動を積み上げていかなければなりません。 

 

 

 

   

白亜の学舎
ま な び や

   猶興館学校だより８月号 

令和４年８月３１日発行 

「猶興館」を選択した想いに応える    学校長 満行洋介 



 

１７日（土）３年進研Ｍ ３年看護模試 

１８日（日）３年進研Ｍ 

１９日（月）１年ｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘ到達度テスト 

２２日（木）中間考査時間割発表 

２９日（木）～１０／４日 中間考査 

 

 

吹奏楽コンクールの壮行式と大会結果 

 7 月 2３日（土）に長崎ブリックホールで行われる「第６７回長崎県 

吹奏楽コンクール」に出場する吹奏楽部に向けて、全校で壮行式を行い 

ました。部長の 3 年３組佐々木胡春さんが、「これまでの練習の成果を 

出し切る」と大会での活躍を誓ってくれました。吹奏楽部は 1 日目の 

１８番目の出場で、課題曲と自由曲「百年祭」を演奏しました。結果は 

銅賞でしたが、聴く人の心に響く素晴らしい演奏でした。新体制になってからの更なる活躍に期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３日（土）文化祭準備 

４日（日）文化祭 

１０日（土）体育祭準備    

１１日（日）体育祭 

１３日（火）体育祭予備日 

      

 

過去に起こった戦争やロシアによるウクライナ侵攻など現在起きている戦争とその惨状を正しく

理解し、平和について考えるために８月９日に、各クラスにおいて平和学習を行いました。平和学

習委員の１年生と２年生が自分たちでテーマを設定し、調べた内容を動画で全校生徒にプレゼンテ

ーションしました。憲法第９条にも触れながら、生徒たちは今当たり前にある平和や人権の大切さ

を様々な視点で捉え、平和とは何かを改めて考える一日になったようでした。 

２年生 ｋさん 

 戦争は自分たちの身近にもう迫ってき

ていて、他人事とは思えない。日本だけ

でなく世界全体を通して考える必要があ

る。自分たちが今生活できていることは、

当たり前でなく幸せなことだと改めて感

じる 

 

 

平和学習委員長 ２年 1組 田川賢吾  

私は、ウクライナとロシアの問題について深く理解するところから始め、なぜ今回の侵攻は起こってしま

ったのか、プーチン大統領の言う「正当防衛」とはどういうことなのかなど、その内容を自分なりにまとめ

てみました。また当日は憲法第 9 条の改正について、賛成と反対の両方の立場に立って意見を出し合い、改

めて自衛権の問題を知ることができました。この平和集会を通してみんなに戦争の悲惨さや世界平和につい

て改めて考えて欲しいと思います。まずは自分から戦争のない平和な世界を作るために何ができるか考えて

行動していきたいと思います。 

 

 

 

平和・人権学習  

２年生 Hさん 

 今日本で憲法改正についてこんなに議論さ

れていることを正直しらなかった。動画とグ

ループ討議で知識を深められたのでとても有

意義だった。憲法改正で自衛隊の集団的自衛

権が認められた場合、戦争へ発展する危険性

が増加する。私は改正には反対である 

生 徒 の

感想より 

９月の行事予定 

      

 


